
５

「
賢
者
を
尚
ぶ
」
と
い
う
思
想
が
、
墨
家
ば
か
り
で
な
く
、

儒
家
の
「
孟
子
」
や
「
筍
子
」
に
も
み
ら
れ
た
こ
と
は
す
で
に

周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
「
孟
子
」
、
「
筍
子
」
の
そ

れ
と
は
明
確
に
異
な
る
人
間
に
た
い
す
る
と
ら
え
か
た
が
、
墨

家
の
尚
賢
論
の
基
底
に
存
在
す
る
こ
と
も
ま
た
、
多
く
の
論
者

（

１

）

に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

換
言
す
れ
ば
、
「
墨
子
」
の
尚
賢
思
想
は
、
墨
家
思
想
の
本
質

に
か
か
わ
る
思
想
で
あ
り
、
そ
こ
に
み
ら
れ
る
人
間
把
握
は
、

墨
家
思
想
の
出
発
点
に
お
い
て
、
す
で
に
み
ら
れ
て
も
よ
い
の

（

２

）

で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

文
献
批
判
の
観
点
か
ら
は
、
尚
賢
上
篇
は
「
呂
不
草
の
死
後
、

秦
を
去
っ
た
墨
家
が
筍
子
の
賢
者
登
用
法
と
法
家
の
法
術
思
想

埼
玉
工
大
研
究
紀
要

１
は
じ
め
に

「
墨
子
」
尚
賢
上
篇
の
成
立
時
期
に
つ
い
て

ｌ
戦
国
末
期
成
立
説
の
論
拠
へ
の
疑
問
Ｉ

と
を
掛
酌
し
て
作
っ
た
も
の
で
、
そ
の
成
立
は
秦
の
天
下
統
一

ま
で
の
間
」
、
し
か
も
そ
の
時
期
「
墨
家
が
道
家
に
接
近
し
始

め
た
」
と
す
る
原
孝
司
氏
の
説
が
あ
り
、
こ
の
説
は
な
か
ば
通

（

３

）

税
化
し
て
い
る
。

し
か
し
、
原
氏
が
そ
の
よ
う
に
判
断
し
た
論
拠
、
す
な
わ
ち

思
想
的
性
格
か
ら
す
れ
ば
、
「
墨
子
」
の
尚
賢
上
篇
は
、
「
筍
子
」

と
法
家
と
道
家
と
の
折
衷
で
あ
り
、
文
献
の
成
立
時
期
か
ら
す

れ
ば
、
戦
国
時
代
の
最
末
期
で
あ
る
と
し
た
そ
の
論
拠
は
、
そ

れ
ほ
ど
に
た
し
か
な
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
は
、
こ
の

問
題
を
原
氏
の
あ
げ
た
論
拠
の
再
検
討
を
通
し
て
あ
ら
た
め
て

間
わ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
の
結
論
は
、

あ
ま
り
積
極
的
な
性
格
を
も
つ
も
の
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

な
ぜ
な
ら
、
も
し
原
氏
の
論
拠
に
問
題
が
あ
る
と
し
て
も
、
本

橘
の
結
論
は
、
議
論
の
進
め
方
そ
れ
自
体
に
規
定
さ
れ
て
、
原

氏
の
あ
げ
る
論
拠
に
よ
っ
て
は
、
尚
賢
上
篇
が
戦
国
時
代
最
末

岡

本

光

生



６

期
に
成
立
し
た
と
は
結
論
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う

こ
と
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

「
墨
子
」
の
尚
賢
上
篇
に
「
況
又
有
賢
良
之
士
、
厚
乎
徳
行
、

辮
乎
言
談
、
博
乎
道
術
者
乎
。
此
国
家
之
珍
而
社
桜
之
佐
ま

し
て
や
ま
た
賢
良
の
士
で
『
徳
行
』
に
厚
く
、
『
言
談
』
に
弁
舌

さ
わ
や
か
で
、
『
道
術
』
に
博
く
通
ず
る
人
が
あ
る
と
き
に
は
、

な
お
さ
ら
で
あ
る
。
そ
の
人
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
国
家
の
た

か
ら
で
あ
り
、
社
程
の
た
す
け
で
あ
る
」
と
あ
る
が
、
こ
こ
に

み
ら
れ
る
「
言
談
」
お
よ
び
「
道
術
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
、

原
氏
は
以
下
の
よ
う
に
い
う
。

２
「
言
談
」
と
い
う
語

尚
賢
上
篇
に
賢
者
の
資
格
と
し
て
見
え
る
「
言
談
」
の

語
は
筍
子
宥
坐
篇
に
一
回
、
韓
非
子
に
八
回
（
八
姦
一
、

嶮
老
一
、
外
儲
説
左
上
一
、
五
歳
四
、
顕
学
二
、
呂
氏
春

秋
孟
夏
紀
謹
徒
に
一
回
見
え
る
だ
け
で
あ
り
、
「
道
術
」
の

語
は
筍
子
哀
公
に
一
回
、
荘
子
に
六
回
（
大
宗
師
一
、
天

下
五
）
、
呂
氏
春
秋
に
五
回
（
孟
夏
紀
証
徒
三
、
審
分
覧
任

数
一
、
執
一
二
、
准
南
子
に
六
回
見
え
、
さ
ら
に
買
誼

こ
う
し
た
論
拠
に
よ
っ
て
尚
賢
上
篇
は
さ
き
に
み
た
時
期
に

成
立
し
、
ま
た
道
家
と
の
接
近
が
み
ら
れ
る
、
と
さ
れ
た
の
で

あ
る
。し

か
し
、
「
言
談
」
に
た
い
す
る
評
価
が
、
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ

た
諸
文
献
と
尚
賢
上
篇
と
で
は
ま
っ
た
く
方
向
を
異
に
す
る
こ

と
が
注
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

す
で
に
み
た
よ
う
に
尚
賢
上
篇
に
お
い
て
、
「
言
談
」
は
高
く

評
価
さ
れ
る
行
為
で
あ
る
。

一
方
、
た
と
え
ば
「
筍
子
」
宥
坐
篇
に
見
ら
れ
る
「
言
談
」

な
る
語
は
「
孔
子
日
、
人
有
悪
者
五
。
（
中
略
）
三
日
、
言
偽
而

辮
。
（
中
略
）
少
正
卯
（
中
略
）
言
談
足
以
飾
営
衆
孔
子
は
い

う
、
悪
人
に
は
五
種
の
類
型
が
あ
る
。
：
…
・
第
三
の
類
型
、
：
．
…

内
容
は
で
た
ら
め
で
あ
る
が
、
表
現
に
た
く
み
な
も
の
。
…
・
：

か
の
少
正
卯
は
・
・
・
…
言
談
に
た
く
み
で
民
衆
を
ま
ど
わ
す
の
に

の
新
書
に
道
術
篇
ま
で
あ
る
。
筍
子
宥
坐
・
哀
公
は
後
の

付
加
と
い
い
、
韓
非
子
も
五
蕊
・
顕
学
以
外
は
後
期
の
作

で
あ
る
し
、
荘
子
天
下
篇
は
漢
代
の
作
と
見
ら
れ
る
。
ま

た
呂
氏
春
秋
の
八
覧
は
十
二
紀
よ
り
も
後
の
作
と
い
う
説

が
あ
る
。
「
言
談
」
・
「
道
術
」
の
語
は
戦
国
か
ら
漢
初
の
頃

に
多
く
用
い
ら
れ
た
語
で
あ
る
。
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充
分
で
あ
る
」
と
い
う
文
脈
の
う
ち
に
あ
る
。

さ
ら
に
「
韓
非
子
」
五
憲
篇
に
は
「
今
脩
文
学
習
言
談
、
則

無
耕
之
労
而
有
富
之
実
。
（
中
略
）
此
世
之
所
以
乱
也
。
故
明
主

之
国
、
無
書
簡
之
文
、
以
法
為
教
。
（
中
略
）
是
以
境
内
之
民
、

其
言
談
者
必
軌
於
法
今
、
文
学
を
修
め
言
談
を
習
う
と
、
農

耕
の
苦
労
が
な
く
富
と
い
う
果
実
が
あ
る
。
：
…
・
こ
れ
が
世
の

乱
れ
る
理
由
で
あ
る
。
だ
か
ら
明
主
の
国
に
は
竹
簡
に
書
か
れ

た
文
章
は
は
な
く
、
法
律
だ
け
を
教
え
と
す
る
。
。
…
：
か
く
て

領
内
の
民
の
う
ち
、
言
談
す
る
も
の
は
、
か
な
ら
ず
法
を
基
準

に
す
る
よ
う
に
な
る
」
と
あ
り
、
あ
る
い
は
「
破
国
亡
主
、
以

聰
言
談
者
浮
説
国
を
破
り
君
を
滅
ぼ
し
て
し
ま
っ
た
理
由
は
、

言
談
す
る
も
の
の
浮
つ
い
た
言
説
に
耳
を
か
む
け
て
し
ま
っ
た

か
ら
だ
」
と
あ
り
、
顕
学
篇
に
も
「
耕
者
則
重
税
、
学
士
則
賞
、

而
索
民
之
疾
作
少
言
談
、
不
可
得
也
耕
す
も
の
に
は
税
が
重

く
、
学
ぶ
も
の
に
は
賞
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
民
が
農
耕

に
は
げ
ん
で
言
談
を
少
な
く
す
る
よ
う
に
求
め
て
も
で
き
な
い

こ
と
で
あ
る
」
と
あ
る
。
「
韓
非
子
」
は
、
「
言
談
」
に
否
定
的

な
態
度
を
あ
く
ま
で
崩
さ
な
い
。

「
呂
氏
春
秋
」
孟
夏
紀
謹
徒
み
え
る
「
言
談
」
な
る
語
は
「
言

談
日
易
、
以
恐
自
行
言
談
が
側
々
に
か
わ
り
、
勝
手
気
ま
ま

に
ふ
る
ま
う
」
と
あ
っ
て
、
言
談
の
日
々
に
か
わ
る
こ
と
が
批

判
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
も
ち
ろ
ん
言
語
行
為
そ
の
も
の
が

批
判
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
と
も
す
れ
ば
逸
脱
の
傾

向
を
有
す
る
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
、
肯
定
的
に
評
価
さ
れ
て

い
る
と
は
い
い
が
た
い
。

さ
ら
に
、
原
氏
は
あ
げ
て
は
い
な
い
が
、
「
商
君
書
」
農
戦
篇

に
は
「
国
、
好
言
談
者
削
君
主
が
言
談
を
好
め
ば
、
国
は
削

ら
れ
る
」
と
あ
り
、
ま
た
同
じ
く
農
職
篇
に
「
夫
民
之
不
可
用

也
、
兄
言
談
辨
士
事
君
之
可
以
尊
身
、
商
買
之
可
以
富
家
也
、

技
芸
之
足
以
釧
口
也
そ
も
そ
も
民
が
役
に
た
た
な
い
の
は
、

民
が
、
言
談
し
勝
説
す
る
士
が
君
に
事
え
て
身
が
尊
く
な
り
、

商
人
が
家
を
富
ま
す
こ
と
に
な
り
、
華
美
な
工
芸
品
を
つ
く
る

職
人
が
生
活
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
を
目
の
当
た
り
に
す

る
か
ら
で
あ
る
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
慎
法
篇
に
も
「
節
去
言
談
、

任
法
而
治
美
言
談
を
除
き
、
法
に
任
せ
れ
ば
、
治
ま
る
」
と

あ
る
。こ

の
よ
う
に
み
て
き
た
と
き
、
こ
れ
ら
の
諸
文
献
に
お
い
て
、

「
言
談
」
な
る
語
が
否
定
的
に
評
価
さ
れ
、
「
言
談
」
を
肯
定
的

に
評
価
す
る
尚
賢
上
篇
と
は
方
向
を
異
に
し
て
い
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
ろ
う
。

「
言
談
」
な
る
語
が
「
墨
子
」
に
あ
っ
て
肯
定
的
に
評
価
さ
れ

る
方
向
は
、
ま
た
尚
同
中
篇
に
「
選
択
天
下
賢
良
聖
知
群
慧
之
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人
、
立
以
為
天
子
天
下
の
、
賢
良
に
し
て
聖
知
、
群
説
さ
わ

や
か
に
し
て
聡
明
な
人
を
選
択
し
て
立
て
て
天
子
と
す
る
」

あ
っ
て
「
辮
慧
」
が
天
子
と
な
る
価
値
さ
え
あ
る
と
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
に
も
み
ら
れ
る
。

さ
ら
に
耕
柱
篇
に
「
能
談
辮
者
談
涛
、
能
説
害
者
説
書
、
能

従
事
者
従
事
。
然
後
義
事
成
也
よ
く
談
癖
す
る
も
の
は
談
辮

し
、
よ
く
書
を
説
く
も
の
は
書
を
説
く
。
よ
く
事
に
従
う
も
の

は
事
に
従
う
。
そ
の
後
、
義
の
事
は
成
就
す
る
」
と
あ
る
と
こ

ろ
に
よ
れ
ば
、
尚
賢
上
篇
以
外
で
も
言
語
表
現
能
力
へ
の
評
価

は
高
く
、
し
た
が
っ
て
尚
賢
上
篇
で
「
言
談
」
、
言
語
表
現
能

力
が
、
「
賢
者
」
に
必
要
な
能
力
と
さ
れ
た
の
は
、
当
然
と
い
え

（

４

）

Ｔ
ｒ
手
、
『
ノ
Ｏ

こ
の
よ
う
に
み
て
き
た
と
き
、
「
筍
子
」
、
「
韓
非
子
」
、
「
商
君

書
」
と
い
っ
た
法
家
的
傾
向
を
帯
び
た
儒
家
、
法
家
、
さ
ら
に

「
呂
氏
春
秋
」
と
い
う
折
衷
的
立
場
に
立
つ
文
献
に
見
え
る
否

定
的
な
、
す
く
な
く
と
も
肯
定
的
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
帯
び
て
は
い

な
い
「
言
談
」
な
る
語
の
用
法
は
、
肯
定
的
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
帯

び
た
尚
賢
上
篇
の
用
法
と
は
区
別
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
尚
賢
上

篇
の
成
立
時
期
、
他
文
献
と
の
影
響
関
係
の
問
題
、
と
く
に
影

響
を
受
け
た
と
い
う
問
題
、
こ
う
し
た
問
題
を
法
家
系
の
文
献

に
み
え
る
「
言
談
」
な
る
語
の
用
例
か
ら
推
論
す
る
の
は
、
方

道
家
系
文
献
に
み
え
る
「
道
術
」
と
い
う
語
が
尚
賢
上
篇
に

み
え
る
こ
と
に
つ
い
て
の
原
氏
の
理
解
に
も
一
定
の
留
保
が
必

要
で
あ
ろ
う
。

「
道
術
」
と
い
う
語
は
、
道
家
系
文
献
に
お
い
て
も
肯
定
的

ニ
ュ
ア
ン
ス
を
帯
び
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
点
で
、
尚
賢

上
篇
の
用
法
と
共
通
す
る
の
で
あ
る
が
、
尚
賢
上
篇
の
用
法
と

の
関
連
で
言
え
ば
、
「
管
子
」
制
分
篇
に
「
聖
人
賢
士
、
不
為
愛

尊
爵
、
道
術
知
能
、
不
為
愛
官
職
、
巧
伎
勇
力
、
不
為
愛
重
禄
、

聰
耳
明
目
、
不
為
愛
金
財
聖
人
賢
士
に
は
、
尊
爵
を
惜
し
む

必
要
は
な
い
。
道
術
知
能
の
士
に
は
、
官
職
を
惜
し
む
必
要
は

な
い
。
聰
耳
明
目
の
士
に
は
金
財
を
惜
し
む
必
要
は
な
い
」
と

あ
り
、
同
じ
く
君
臣
下
篇
に
「
為
民
興
利
除
害
、
正
民
之
徳
、

法
と
し
て
い
さ
さ
か
問
題
が
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
「
言
談
」
な

る
語
が
初
出
に
お
い
て
す
で
に
否
定
的
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
帯
び
て

い
た
と
想
定
す
る
よ
り
、
初
出
に
お
い
て
は
肯
定
的
ニ
ュ
ア
ン

ス
を
帯
び
て
い
た
、
と
考
え
る
の
が
む
し
ろ
自
然
で
あ
ろ
う
し
、

そ
し
て
尚
賢
上
篇
に
み
え
る
「
言
談
」
な
る
語
は
肯
定
的
ニ
ュ

ア
ン
ス
を
帯
び
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

３
「
道
術
」
と
い
う
語
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而
民
師
之
。
是
故
道
術
徳
行
、
出
於
賢
人
民
の
た
め
に
利
を

興
し
害
を
除
き
、
民
の
も
ち
ま
え
を
正
し
い
方
向
に
導
く
。
ゆ

え
に
民
は
か
れ
を
師
と
仰
ぐ
。
し
た
が
っ
て
道
術
・
徳
行
は
、

賢
人
か
ら
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
」
と
あ
る
こ
と
に
も
注
目
し
た

い
。制

分
篇
の
用
法
で
は
、
道
術
知
能
の
士
が
聖
人
賢
士
、
聴
耳

明
目
の
士
と
な
ら
べ
ら
れ
、
爵
、
職
、
禄
、
財
と
関
連
づ
け
ら

れ
て
い
る
が
、
賢
人
と
爵
、
職
、
禄
、
財
と
を
関
連
づ
け
る
発

想
は
、
尚
賢
上
篇
に
「
故
古
者
聖
王
之
為
政
、
列
徳
而
尚
賢
。

錐
財
農
与
工
津
之
人
、
有
能
則
挙
之
、
高
予
之
爵
重
予
之
禄
、

任
之
以
事
、
断
予
之
令
だ
か
ら
古
の
聖
王
が
政
治
を
す
る
に

つ
い
て
は
、
徳
あ
る
も
の
を
な
ら
べ
賢
を
尚
ぶ
。
農
民
や
手
工

業
の
仕
事
場
に
い
る
人
と
い
っ
て
も
有
能
で
あ
れ
ば
推
挙
し
、

高
く
爵
を
予
え
、
重
く
禄
を
予
え
、
重
要
な
任
務
を
予
え
、
決

定
す
る
た
め
の
権
限
を
予
え
る
」
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

「
管
子
」
の
こ
の
記
述
は
墨
家
思
想
の
影
響
の
も
と
に
成
立
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
君
臣
下
篇
に
、
「
興
利
除
害
」
と
い
う
墨
家
の
常
用
語
に

続
け
て
「
道
術
徳
行
、
出
於
賢
人
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ

ば
、
「
賢
良
之
士
、
厚
平
徳
行
、
辮
乎
言
談
、
博
平
道
術
」
と
尚

賢
上
篇
に
み
え
る
こ
と
と
関
連
す
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
「
管
子
」
に
お
け
る
「
道
術
」
と

い
う
語
は
、
墨
家
思
想
と
の
深
い
関
連
の
も
と
で
用
い
ら
れ
て

い
る
と
い
、
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
も
そ
も
、
「
道

術
」
と
い
う
語
そ
れ
自
体
は
、
か
な
ら
ず
し
も
道
家
に
固
有
の

語
と
考
え
る
必
要
は
な
く
、
た
ま
た
ま
道
家
的
文
脈
の
な
か
で

用
い
ら
れ
、
あ
る
い
は
墨
家
的
文
脈
の
な
か
で
用
い
ら
れ
た
と

考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
原
氏
の
着
目
し
た
「
言
談
」
と
「
道
術
」

と
い
う
語
に
つ
い
て
、
「
墨
子
」
お
よ
び
他
の
諸
文
献
に
み
え
る

用
例
に
つ
い
て
分
析
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
「
言
談
」
な
る
語

に
つ
い
て
は
、
法
家
系
文
献
に
み
え
る
「
言
談
」
な
る
語
と
尚

賢
上
篇
に
み
え
る
「
言
談
」
な
る
語
と
は
、
前
者
は
、
否
定
的

ニ
ュ
ア
ン
ス
を
帯
び
、
後
者
は
、
肯
定
的
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
帯
び

て
い
る
点
に
お
い
て
、
明
確
に
区
別
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
「
墨
子
」
尚
同
中
篇
お
よ
び
耕
柱
篇
に

言
語
表
現
能
力
を
高
く
評
価
す
る
記
述
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら

す
れ
ば
、
尚
賢
上
篇
に
お
い
て
「
言
談
」
な
る
語
が
肯
定
的
に

と
ら
え
ら
れ
て
い
る
背
景
に
は
、
墨
家
全
般
の
言
語
表
現
能
力

４
ま
と
め
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に
た
い
す
る
肯
定
的
な
と
ら
え
方
が
存
在
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
「
道
術
」
な
る
語
も
、
「
菅
子
」
制
分
篇
、
君
臣
下
篇
の

用
例
を
み
る
か
ぎ
り
、
墨
家
的
発
想
と
の
関
連
で
用
い
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、

そ
こ
に
道
家
の
影
響
を
み
る
必
要
は
か
な
ら
ず
し
も
な
い
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
む
し
ろ
上
述
の
「
道
術
」
と
墨
家
思
想

と
の
関
連
か
ら
い
え
ば
、
「
道
術
」
な
る
語
が
、
墨
家
的
発
想
の

な
か
で
生
じ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
以
上
の
考
察
は
、
尚
賢
上
篇
の
成
立
時
期
を
積
極

的
に
明
ら
か
に
す
る
方
向
で
の
考
察
で
は
な
い
。
「
墨
子
」
に
お

け
る
「
言
談
」
な
る
語
の
用
法
は
、
法
家
系
の
文
献
の
そ
れ
と

は
異
な
る
の
で
あ
り
、
「
道
術
」
な
る
語
を
、
語
の
成
立
時
点
に

お
い
て
す
で
に
道
家
的
色
彩
を
帯
び
た
語
と
考
え
る
必
然
性
は

か
な
ら
ず
し
も
な
い
、
し
た
が
っ
て
「
言
談
」
、
「
道
術
」
と
い

う
語
を
と
ら
え
て
法
家
あ
る
い
は
道
家
思
想
の
影
響
下
に
尚
賢

上
篇
が
成
立
し
た
と
は
か
な
ら
ず
し
も
い
え
な
い
、
と
す
る
淌

極
的
な
考
察
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
た
。

な
お
墨
家
に
尚
賢
論
の
存
在
し
た
こ
と
の
初
見
が
「
准
南

子
」
氾
論
訓
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
原
氏
は
尚
賢
論
の
成
立
が

「
呂
不
章
の
死
か
ら
秦
の
天
下
統
一
ま
で
の
の
間
」
、
す
な
わ
ち

戦
国
最
末
期
で
あ
る
こ
と
の
補
証
と
す
る
。
し
か
し
、
敵
対
者
、

と
し
て
「
口
説
」
を
根
拠
に
初
期
墨
家
の
作
と
さ
れ
る
が
、
一

方 あ
る
い
は
第
三
者
の
墨
家
へ
の
言
及
は
、
か
れ
ら
自
身
の
独
自

の
関
心
か
ら
な
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
自
身
も
尚
賢
論
を
主
張
す

る
「
孟
子
」
や
「
筍
子
」
が
、
墨
家
の
尚
賢
論
に
あ
え
て
触
れ

（

５

）

な
い
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
尚
賢
上
篇
の
成
立
時
期
を
積
極
的
に
推
定
す
る

根
拠
は
、
こ
の
篇
の
内
部
に
存
在
し
な
い
。

「
墨
子
」
の
文
献
批
判
に
勢
力
を
費
や
さ
れ
た
渡
辺
卓
氏
も

古
聖
王
の
例
と
し
て
尭
・
舜
を
引
く
の
は
天
志
下
篇
の

場
合
に
お
い
て
知
ら
れ
た
よ
う
に
比
較
的
後
次
の
習
慣
で

あ
る
。
あ
る
い
は
こ
こ
に
後
人
の
添
加
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
。 諭

旨
は
素
撲
で
あ
り
警
嚥
を
つ
か
っ
て
日
常
経
験
に
訴

え
る
点
な
ど
初
期
に
近
い
ら
し
い
要
素
を
含
む
。
と
く
に

古
聖
王
が
貧
賎
疏
遠
の
も
の
に
も
門
戸
を
解
放
し
た
と
述

べ
る
あ
た
り
の
畳
み
か
け
る
口
説
は
兼
愛
・
非
攻
の
各
上

篇
な
ど
と
共
通
す
る
。



｢皇子」尚賢上篇の成立時期についてll

と
述
べ
、
結
論
と
し
て
「
尚
賢
上
篇
の
原
初
は
（
兼
愛
・
非

攻
）
二
論
の
各
上
篇
に
や
や
お
く
れ
る
」
と
し
て
お
ら
れ
る
。

尚
賢
上
篇
の
成
立
時
期
は
、
お
そ
ら
く
原
氏
ほ
ど
に
は
引
き

下
げ
る
必
要
は
な
く
、
渡
辺
氏
の
結
論
が
妥
当
な
と
こ
ろ
で
あ

ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
絶
対
年
代
は
、
部
分
的
な
付
加
が
あ
る
に

せ
よ
、
そ
の
根
幹
部
分
は
、
兼
愛
・
非
攻
各
上
篇
に
遅
れ
て
、

早
け
れ
ば
孟
子
以
前
、
紀
元
前
三
七
○
年
前
後
に
成
立
し
た
と

（

７

）

考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

了注
、－ジ

「
孟
子
」
や
「
筍
子
」
の
そ
れ
と
は
異
な
る
人
間
把
握
が
墨

家
の
尚
賢
論
の
前
提
に
存
在
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
た

と
え
ば
、
拙
槁
「
墨
家
の
人
間
観
Ｉ
尚
賢
論
と
兼
愛
論

を
中
心
に
ｌ
」
（
「
早
稲
田
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
別
冊

一
二
九
七
五
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
う
し
た
従
来
の

研
究
内
容
を
踏
ま
え
て
、
柴
田
昇
「
墨
家
集
団
論
序
説
ｌ

墨
家
思
想
の
再
構
成
ｌ
」
（
名
古
屋
大
学
東
洋
史
研
究
報

告
二
三
一
九
九
九
年
）
は
墨
家
の
尚
賢
論
の
、
「
孟

子
」
や
「
筍
子
」
の
そ
れ
と
は
区
別
さ
れ
る
特
色
を
手
際

よ
く
ま
と
め
て
い
る
。

な
お
、
墨
家
思
想
研
究
の
近
年
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

山
辺
進
「
我
が
国
近
代
以
後
に
於
け
る
墨
学
研
究
批
判
」

（
２
）

（
３
）

（
「
二
松
学
舎
大
学
論
集
」
四
二
一
九
九
九
年
）
も
参
照

さ
れ
た
い
・

墨
家
思
想
の
出
発
点
が
兼
愛
上
篇
に
あ
る
こ
と
は
、
多
く

の
論
者
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

た
だ
、
そ
こ
に
お
い
て
下
か
ら
上
へ
の
か
か
わ
り
、
働

き
か
け
と
し
て
「
孝
」
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に

上
か
ら
下
へ
の
か
か
わ
り
、
働
き
か
け
で
あ
る
「
慈
」
が

論
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
注
意
さ
れ

て
い
な
い
。
「
慈
」
を
渡
辺
卓
氏
の
よ
う
に
「
弱
者
支
持
」

の
主
張
と
理
解
す
る
の
で
は
な
く
し
て
、
上
か
ら
下
へ
の

働
き
か
け
な
く
し
て
は
、
も
は
や
上
位
者
へ
の
従
順
が
確

保
さ
れ
な
い
存
在
と
し
て
、
下
位
者
が
把
握
さ
れ
て
い
る

と
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
こ

に
、
佃
の
能
動
性
を
、
そ
の
主
張
の
前
提
と
し
て
い
る
尚

賢
論
と
共
通
な
人
間
把
握
を
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ

う
か
。
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

な
お
、
渡
辺
氏
の
「
慈
」
理
解
に
つ
い
て
は
、
同
氏
著

「
中
国
古
代
思
想
」
二
九
七
三
年
創
文
社
）
五
九
三
頁

〜
五
九
四
頁
に
み
え
る
。

原
孝
司
氏
「
墨
子
尚
賢
論
の
成
立
期
に
つ
い
て
」
（
「
日
本

中
国
学
会
報
二
四
一
九
七
二
年
）
。
以
下
の
引
用
は

同
論
文
に
よ
る
。
な
お
尚
賢
論
に
つ
い
て
は
、
池
川
知
久

氏
は
、
尚
賢
三
篇
の
戦
国
末
期
成
立
説
を
前
提
に
し
て
、

「
か
く
し
て
尚
賢
三
篇
の
中
に
組
み
込
ま
れ
た
兼
愛
説
の
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残
津
は
本
来
の
姿
形
か
ら
豹
変
し
て
、
最
早
天
子
の
公
平

無
私
な
万
民
の
専
制
的
政
治
支
配
の
思
想
に
著
し
く
接
近

し
て
い
る
と
い
っ
て
さ
し
つ
か
え
な
い
」
、
あ
る
い
は

「
か
く
し
て
兼
愛
説
は
、
そ
の
自
ず
か
ら
な
る
思
想
展
開
の

果
て
に
、
つ
い
に
自
己
の
全
き
反
対
物
に
転
落
し
た
の
で

あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
「
墨
子
の
兼
愛
説
と
尚
賢
説
」

中
哲
文
学
会
報
六
一
九
八
一
年
）
。

ま
た
橋
元
純
也
氏
は
「
尚
賢
三
篇
の
成
立
時
期
を
検
討

す
る
に
当
た
っ
て
、
必
ず
参
照
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
が
原

孝
司
氏
の
論
考
で
あ
る
」
と
評
価
し
つ
つ
、
「
尚
賢
論
の
成

立
時
期
に
つ
い
て
は
、
尚
賢
三
篇
の
中
で
最
も
早
く
に
成

立
し
た
と
思
わ
れ
る
上
篇
の
著
作
年
代
と
し
て
、
戦
国
最

末
期
に
措
定
す
る
の
だ
妥
当
と
思
わ
れ
る
」
と
す
る
（
同

氏
「
『
墨
子
』
論
説
類
研
究
緒
論
・
続
補
」
「
東
洋
古
典
学

研
究
」
八
一
九
九
九
年
）
。

な
お
氏
は
「
墨
子
」
十
論
二
十
三
篇
の
成
立
を
全
体
と

し
て
、
早
い
も
の
で
戦
国
末
期
、
遅
い
も
の
で
は
武
帝
期

ま
で
さ
が
る
と
み
て
お
ら
れ
る
（
同
氏
「
『
墨
子
』
論
説
類

研
究
緒
論
」
「
東
洋
古
典
学
研
究
」
川
一
九
九
七
年
。

「
『
墨
子
」
の
尚
同
説
」
の
主
題
と
構
造
」
「
東
洋
古
典
学

研
究
」
五
一
九
九
八
年
。
「
『
墨
子
』
非
命
説
と
漢
代
の

時
代
相
」
「
東
洋
古
典
学
研
究
」
六
一
九
九
八
年
。

「
『
墨
子
』
天
志
論
と
天
子
権
力
」
「
東
洋
古
典
学
研
究
」

七
一
九
九
九
年
）
。
氏
の
見
解
に
た
い
す
る
考
察
は
別

の
機
会
に
譲
り
た
い
。

（
４
）
「
墨
子
」
経
・
説
上
下
に
論
理
に
か
ん
す
る
命
題
の
あ
る

こ
と
に
も
注
意
さ
れ
る
。

（
５
）
君
臣
下
篇
に
墨
家
思
想
の
影
響
を
み
る
の
は
金
谷
治
氏
で

あ
る
。
氏
は
、
ま
た
君
臣
上
篇
の
思
想
に
も
墨
家
の
尚
同

思
想
と
の
類
似
を
み
る
。

な
お
、
氏
は
、
君
臣
上
下
篇
の
成
立
時
期
を
戦
国
末
期

か
ら
、
下
れ
ば
秦
・
漢
の
際
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ

う
だ
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
は
逆
に
「
道
術
徳
行
が
賢
人

か
ら
生
ま
れ
る
」
と
い
う
発
想
が
、
そ
れ
以
前
に
す
で
に

存
在
し
て
い
た
こ
と
を
証
す
る
こ
と
に
な
る
。

制
分
篇
に
つ
い
て
も
、
戦
国
末
期
か
ら
、
下
れ
ば
秦
・

漢
の
際
の
成
立
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て

も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
の
で
あ
る
（
同
氏
著
「
管
子
の

研
究
」
二
五
頁
〜
二
八
頁
三
三
三
頁
〜
三
三
五
頁

一
九
八
七
年
岩
波
書
店
）

（
６
）
対
立
す
る
「
孟
子
」
、
「
筍
子
」
、
第
三
者
的
立
場
に
た
つ

「
韓
非
子
」
、
「
呂
氏
春
秋
」
、
「
莊
子
」
天
下
篇
に
お
い
て
墨

家
が
ど
の
よ
う
に
把
握
さ
れ
て
い
た
の
か
、
と
い
う
問
題

に
つ
い
て
は
拙
稿
「
戦
国
末
期
か
ら
漢
代
初
期
に
か
け
て

の
墨
家
の
様
相
他
学
派
か
ら
み
た
」
「
フ
ィ
ロ
ソ

フ
ィ
ア
」
六
九
一
九
八
一
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
７
）
渡
辺
前
掲
書
「
古
代
中
国
思
想
の
研
究
」
五
○
二
頁
〜
五

○
三
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。


